
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

〇交流活動の充実による思考力の向上 〇児童に学習意識調査を行い、「交流
活動をすることで学習がよくわかる」とい
う質問に対して肯定的に答える児童の
割合が８５％以上。

・児童が主体的に問題を解決できるよう
に、交流活動の前に目的や、考えを整
理する観点を明確に示しておく。 B

・学習意識調査の結果は80％で、交流活動に
安心感をもって参加できているが、主体的に
参加できない児童も一定数見られる。活発な
交流活動を仕組み、考えを整理するための方
法や観点を工夫していく必要がある。

B

・単元全体における思考の流れを踏まえた観
点や手順（ラーニングマウンテン）を設定した
ことにより、交流活動に積極的に参加できて
いると回答した児童が８９％と一定の成果を
収めている。

B

・保護者が家庭学習(宿題)の状況を確認（サ
イン）する手立てが好ましい。 学力向上コーディ

ネーター
研究主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

〇児童が「友だちと協力している」、保護
者が「学校は仲間づくりに取り組んでい
る」の評価を８５％以上にする。

・集会活動を計画的に実施し、児童に役
割を与え、任せ、認める。
・人権意識を高めるための取り組みとし
て、全校人権集会を年1回、平和集会を
年1回、なかよしタイムを年７回実施す
る。

B

・運動会や平和集会などの行事では各クラス
から提案された活動を集約し、みんなで創る
集会にすることができた。継続的な取組により
児童に任された役割を果たそうという自治意
識が育ってきている。

A

・運動会や平和集会などの行事では各クラス
から提案された活動を全校で分担して取り組
み、みんなで創る集会にすることができた。継
続的な取組により、自主的に活動し、役割を
果たそうという自治意識が育ってきている。

B

・子どもクラブ等、各地区での行事が減ってい
る今日、学校で取り組む異年齢集団活動や
縦割り班活動の充実が望まれる。 特活主任

各学級担任

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

〇いじめ防止等（いじめの定義、いじめ
防止の取組、事案対処等）について組
織的対応ができていると回答する職員
を９５％以上にする。

・いじめの覚知・認知に対するマニュア
ルをもとに共通理解の周知徹底と見直
しを行う。
・いじめが起きないような学級風土づく
り、学級経営についての研修を年３回以
上行う。

B

・８５％以上の肯定的な回答を得ることでき
た。定例の生活指導協議会に加えて、生活ア
ンケートをもとにした児童の実態把握を指導
に生かすことができた。
・いじめ防止対策の研修を開き、「ことば」につ
いて考える全校いじめ撲滅集会を開き、意識
を高めることができた。

B

・生活アンケートや事案への対応を通して、児
童の見取り方や児童間のトラブルへの対処に
ついて共通理解を図ることができた。
・職員では１００％、保護者では８１％がいじめ
の組織的対応ができていると答えており、いじ
めの早期発見・早期対応の継続的な取組が
充実してきている。

B

・通信ゲームや情報端末での言葉の選択が
心配である。いじめ防止対策としても、情報モ
ラル教育の充実が必要である。また、携帯や
ゲーム等の情報機器の平均使用時間を調査
し、生活習慣改善を啓発してみるとよさそう。

生徒指導
各学級担任
管理職

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動。

◎「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童（小学６年
生）を８５％以上にする。

・各種体験活動では、児童生徒に活動
の目標設定、活動の見通しと学びの振
り返りを必ず行う。

B

・地域人材を活用した各種体験活動におい
て、地域の方々の故郷に対する思いを知るこ
とができた。３学期のキャリア教育「卒業生に
学ぶ」でさらに意識を高めたい。 A

・「将来の夢や目標を持っている」について肯
定的な回答をした上学年児童は、８８％で、前
回調査より６ポイント上がった。キャリア教育
「ようこそ先輩」の講話等を通して職業の中身
ややりがい以外にも、様々な立場の方の生き
方に触れさせることができた。

B

・地域の顔見知りの方を増やしていくことで、
児童が地域の人から声掛けをしていただき、
ほめられる機会が増えることで、表情が明るく
なり、自己肯定感も高まる。

指導教諭
各学級担任

❷「望ましい生活習慣の形成」 ○規則正しい生活習慣を身に付けるとと
もに、昼休みに外遊びをするなど、体力
増進に努めようとする児童を７０％以上
にする。

・運動場の決められた遊び場所や道具
の使い方についての指導を行う。
・雨の日は学年割で体育館を開放する。
・外遊びを奨励する放送を行う。
・スポーツチャレンジ等、体育的行事へ
の積極的な呼びかけを行う。 A

・夏場は、熱中症対策を講じながら、外遊びを
奨励する放送を行い、運動習慣の改善に努
めた。
・運動習慣に関する質問への肯定的な回答
の割合が９０％以上だった。（５年生）
・１２月には全校一斉の持久走の機会「ランラ
ンタイム」を設定し、意欲的に体力向上に努め
ることができた。

A

・体育委員の児童が、児童集会で遊ぶ場所や
遊び方の注意事項を伝える取り組みを行った
ことで、遊び方の決まりを再度意識させること
ができた。
・雨の日は、学年割で体育館を開放し、運動
促進に努めた。
・運動習慣に関する質問への肯定的な回答
が約89％だったことから、９割近い児童が楽し
んで運動や外遊びをしていることが分かった。

B

・地域の公園などで遊ぶ姿をあまり見ない。学
校での外遊びや縦割り遊びをさらに充実して
ほしい。また、スクールバス通学の児童は、家
のすぐ近くまでバスの送迎があり、地域を歩
いている児童さえ、ほとんど見ない現状があ
る。

保体部
特活部

❸「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

●「健康に良い食事をしている」児童生
徒8５％以上
○朝食を摂って登校する児童を95％以
上にする。

・給食だよりや保健だよりで朝食摂取の
効果を掲載し、家庭への啓発を行う。
・体調不良で来室した児童へ朝食摂取
の聞き取りを行い、必要があれば指導
する。 A

・朝食摂食の効果や必要性を給食だよりを通
して発信した。今後も家庭への啓発を続け、
朝食の喫食率を高めていく。
・摂食はしているものの、食事量の少なさや栄
養バランスの偏りがみられる児童もいるた
め，今後も食事の大切さを指導していく。
・本校の教育活動アンケートにおいて、毎日
朝昼夕の３食喫食率の割合が１００％だった。
（５年生）

A

・朝食摂食に関して、「早寝・早起き・朝ごは
ん」をキーワードに毎号の保健だよりにて啓発
することができた。
・朝食の摂食や内容については必要な児童に
対して指導することができた。
・県の食事に関する調査では、「健康にいい食
事をしている」５年生児童の割合は92.9％で
あった。

B

・食生活の乱れによる健康や学力、情緒形成
への影響についても学校から啓発する必要
がある。

栄養教諭
養護教諭

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員１
人当たりの年次休暇の取得日数１４日
以上。

・毎週金曜日を定時退勤日とする。
・年間において月の平均時間外在校等
時間４５時間以内を遵守する。
・全職員で業務改善策を検討し、ボトム
アップ方式での取り組みを推進してい
く。 B

・定時退勤日の取組は、時刻設定を遅くし、少
しずつ定着してきている。月の平均時間外在
校等時間４５時間以内についても，引き続き
意識を高めていく必要がある。
・全職員による新たな取組として決めた、学校
電話の早朝、夕刻の留守電設定を徹底し、意
識を高めることができている。

B

・定時退勤日の取組は、少しずつ定着してき
ている。しかし、時間外在校等時間月４５時
間、年360時間を超過する職員も少なくない状
況であり、引き続き意識を高めていく必要があ
る。
・年次休暇の取得日数(12月までで)14日以上
を意識する職員は少なく、全体として年休取
得率が低い。さらに年次休暇を確保できる職
場体制の構築が必要である。

B

・地域人材の効果的な活用が重要である。

教頭

●特別支援教育の充実

○特別支援教育の体制づくりと支援の
充実

○対象児童の共通理解や職員間の情
報共有を図り、支援体制を整えながら、
よりよい支援の充実を図る。

・適宜、ケース会議を開き、職員間で支
援体制の共通理解を図る。
・新規入級に向けて、保育園・中学校と
連絡を密にしたり、保護者見学や説明を
したりする機会を設ける。 B

・支援を要する児童に対して早め早めにケー
ス会議を開き、組織的に支援体制を整え共通
理解して取り組むことができた。
・夏休みまでに保育園・中学校見学をし、次年
度へ向けた体制作りの見通しを持つことがで
きた。

B

・支援学級で集まる機会を前年度よりも増や
したことで、児童の共通理解や情報共有がで
き、よりよい支援につながった。
・SSWや保育所等訪問への相談を積極的に
行い、支援の充実を図ることができた。
・新規入級に向け、保育園・中学校と連携を図
り、進めることができた。

B

・丁寧な個別対応が必要である。

特別支援教育
コーディネーター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○保護者・地域との連携

◎育友会、各関係団体との連携強化に
よる体験活動の充実

◎生活科・総合的な学習の時間等に位
置付けている体験活動をさらに充実させ
ることを通して、地域の方との交流を図
り、ふるさと相知に誇りをもつ児童８５％
以上を目指す。

・体験活動については、例年以上の達
成回数を目標とするが、併せて内容の
充実にも取り組み、ふるさと相知に誇り
をもつ児童を育てる。

B

・多様な体験活動に取り組むことができてい
る。しかし、学校と各団体との共通理解が不
十分な面があり、事前の打ち合わせで目的等
の共有を確実に行う必要がある。次年度へ向
けて内容を精選しながら活動の充実を図り、
ふるさと相知に誇りをもつ児童を育てていく。

B

・体験活動については、積極的に実施できて
いる。また、事前に教務主任、各担当学年、
GTを交えて教科や内容等を共有することはで
きている。しかし、目的や趣旨の共有が不十
分なため、児童の発達段階に応じた活動がで
きないことがあった。次年度へ向けて内容を
精選しながら活動の充実を図り，ふるさと相知
に誇りをもつ児童を育てていく。

A

・多様な地域活動の展開がある。児童は、そ
れらの活動で顔見知りとなった地域の人に
しっかりと挨拶ができていて関心している。

教頭

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・「個別最適な学び、協働的な学びを充実させる指導の在り方」をテーマに全職員で共通理解のもと共通実践を行い、あらゆる学びへの期待感、存在感、効力感、充実感を実感する児童を育成することができた。しかし、具体的に数値化した力としてはまだ確認ができず、来年度への課題である。
・学校全体で業務改善に努めてきたことで、教職員一人一人が効率的・効果的・組織的な業務遂行の意識が高まっている。さらに行事の精選、指導体制の組織化を進め、教師が子どもたちと向き合う時間を確保し、よりよい教育実践ができる体制を構築する。
・「地域と共に歩む学校へ・子どもは地域の宝」をテーマに地域連携協働活動を積極的に推進している。その結果、子どもたちが生き生きと活動する姿が見られ、一人一人の自己肯定感が高まっている。来年度もこれらの活動を継続発展させ、その過程で具体的な思考力、判断力、表現力等の育成に繋げていきたい。								
									

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力向上はじめ全ての取組については、外部講師の招聘、全員による研究授業を通して、研究内容等の共通理解を図り、深め、実践していくことができた。今後も、次年度へ向けた更なる取組の深化を推し進める。

・業務改善については、業務内容の精選、見直し、校務の整理を行うことで、次年度へ向けての「業務改善」の視点からの取組を行ってきた。次年度も引き続き職員の意識づけを行っていく。

・今後もふるさとに誇りをもつ児童を育てていくために、保護者、地域、学校のつながりをより緊密なものにしていく。

２　学校教育目標
保護者や地域と共に創る！　やる気・やさしさ　あふれる　笑顔の花結う相知小　ONE　TEAM!!

　　　～　おちついて　うでくんで　ちえをだしあう　相知っ子！　　～

３　本年度の重点目標

・主体的、対話的で深い学びの理念

・人権・同和教育・平和教育、開発的生徒指導の理念

・特別支援教育の理念

学校名 相知小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

※中間評価は非表示


